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児童の安心・安全に関する学校の管理体制の不備に関するお詫び

　先日、児童が家を出発しているのに学校に到着していないという事案が発生いたしました。
その経緯としましては、学級担任が登校後の出席確認において出席が確認できない児童がいたにも関わらず、すぐに保護者への確認をせず1時間目終了後に教頭に伝えることになりました。学級担任より連絡を受けた教頭も本来ならば早急に保護者に連絡しないといけないにも関わらず、確認連絡を怠ったため、保護者への連絡が２時間30分も遅れることになりました。学校の初期対応が間違っていたために児童が行方不明になり、警察に捜索を依頼し、児童が無事確保されるまで大幅に時間を費やすこととなりました。その結果、当該児童と当該児童保護者様に多大なるご心配とご迷惑をおかけすることとなりました。
学校としまして今後、同じようなことを絶対に起こさないために、対応策として次のように学校における安全確認を徹底してまいります。安全・安心を徹底すべき学校で起きた重大事案について、再発防止に向けて教職員で危機管理意識を高めて対応いたします。皆様にご安心いただけるよう全教職員で努めますので、引き続きご理解とご協力をよろしくお願いします。

学校での登校後の児童の安全確認について
・８：3０までに学級担任や管理職・教務主任がミマモルメの入力状況を確認する。
・学級担任による健康観察で、出欠不明の児童がいた場合すぐに職員室に連絡をする。
　・学級担任や職員が出欠不明の保護者に電話連絡をして状況を共有する。
※  今回のように家を出発しているにも関わらず学校に到着していない場合は、保護者に伝え、管理職より職員に情報を共有し捜索する。場合によっては警察にも協力を依頼する。
※　保護者への連絡がつながらない場合は、職員と共有して何度か連絡する。それでもつながらない場合は職員が家庭訪問を行う。
・出欠の状況は毎日職員室で職員全体が見える場所に掲示することで、全職員が状況を把握でき　
るようにする。
なおこの文書に関するお問合せがございましたら、学校長までご連絡いただきますようお願いいたします。また、来週予定されている学級懇談会の折にでもお問合せいただきますようおねがいたします。
